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研究目的
コスメレビューを用いてメイクパターンの
特徴を抽出し、メイクパターンの関係を可視化

提案手法
①メイクパターン名が含まれる
コスメレビューを収集【1】アットコスメ

②コスメレビューに対して形態素解析を実行
③出現頻度の高い名詞/形容詞の
上位15個を抽出
(明らかに関係のない名詞・形容詞は除外)

④抽出した名詞・形容詞の出現頻度から
主成分分析を実行

⑤寄与度が高い主成分を用いて
2次元平面上に可視化
【1】アットコスメ https://www.cosme.net

今後の課題
 名詞/形容詞の抽出方法を変更
 他のメイクパターンでも計算を実施

コスメアイテム推薦の流れ(最終目標)
Step1:メイクパターンを推薦
Step2:メイクパターンに使用するコスメアイテムを推薦

問題
 流行により新しいメイクパターンが生まれる
多数のメイクパターンから適するものを見つけるのが困難
メイクパターンのイメージを言語化するのが困難
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予備実験

10メイクパターン

アイシャドウ名詞/形容詞 リップ名詞/形容詞

対象 (10メイクパターン) (2コスメアイテム[アイシャドウ/リップ])
(20コスメレビュー) (名詞/形容詞各15個)

 他のメイクアイテムでも計算を実施
 対象コスメレビューを増やして計算を実施

アイシャドウ リップ アイシャドウとリップの組み合わせ

一致

[デートメイク][ピンクメイク] (近い)
[韓国メイク][抜け感メイク] (近い)
[透明感メイク][艶メイク] (近い)

一致

[デートメイク][ピンクメイク] (近い)
[韓国メイク][抜け感メイク] (近い)

一致

[透明感メイク][ブルベメイク] (近い)

不一致
[イエベメイク][ブルベメイク] (近い)
[デートメイク][ナチュラルメイク] (近い)

不一致

[イエベメイク][ブルベメイク] (近い)

不一致

[透明感メイク][ブルベメイク] (遠い)
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